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奈良市の概要

・人口：364,836人
（平成25年4月1日現在）

・面積：276.84㎢

・市の特徴

国際文化観光都市と国際文化観光都市と
して世界遺産である「古
都奈良の文化財」をは
じめとした数多くの観光
資源を持ち、平成14年4
月1日から中核市に指
定された。

（写真：若草山焼き 平成26年1月25日予定）
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・導入のきっかけ
►平成２２年５月１９日
奈良県地球温暖化防止活動センター・奈良ストップ温
暖化の会 １６名で京都の吉川商店を見学
►平成２４年３月２１日
奈良市地球温暖化対策地域協議会３Ｒプロジェクトで
ワールドシードの中島氏がリユースびんのプレゼン
►平成２４年９月２２日
奈良県情報図書館にて「と、わＴoＷＡ」のデザインコ
ンペ
奈良市長・商工労政課長・農林課長・
環境政策課長が参加
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・導入への動き
►平成２４年１１月２２日
リユースびん庁内導入検討会議
ワールドシードの中島氏によるプレゼン
管財課・農林課・商工労政課・人事課(互助会担当)・
互助会売店・環境政策課が参加
►平成２５年１月１５日
互助会売店での販売を報道機関へ投げ込み互助会売店での販売を報道機関へ投げ込み
（生駒市と同時に）
「購入者に１０円返還 奈良市
１０円を環境政策に 生駒市」 奈良新聞１／１６
同時に職員ポータルに掲示
►平成２５年１月２４日～２５日
市役所地下食堂前にて「と、わＴoＷＡ」を展示
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・導入後の動き
►平成２５年２月５日
奈良市議会観光文教水道委員会

「大和茶の新しい商品」と市会議員が「と、わＴoＷＡ」
をアピール
►平成２５年２月２１日

奈良市環境審議会で使用
►平成２５年６月２日

環境フェスティバル
手をつなぐ親の会が飲食の出店時に使用
►平成２５年６月２５日
奈良市清掃業務審議会で使用
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・奈良市の環境（子ども版）で「と、わＴoＷＡ」を紹介
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・奈良市における学校給食用牛乳びんの使用

給食導入の小学校・中学校数
小学校 ４７校中４７校（３校がビン）
中学校 ２２校中８校
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・平成２６年４月からの動き

給食導入の小学校・中学校数
小学校 ４７校中４７校（３校がビン）
中学校 ２２校中１２校（新規４校がビン）
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・奈良市の望ましい環境像
「もったいない」の心を大切に、ごみゼロを目指した循
環型都市の実現
○廃棄物の１.発生抑制（リデュース）２.再使用（リユ
－ス）３.再利用（リサイクル）の優先順位を徹底した
循環型のまち
○より良い環境を次世代へつなぐため、「もったいな
い」の心を大切に、限りある資源を大切にする持続い」の心を大切に、限りある資源を大切にする持続
可能なまち

・具体的には
①２Ｒを重視したライフスタイル
リユース食器と併せて会議・イベントで導入
②市民、事業者、行政の協働での取り組み
対等な立場で協議・活動を行っていく
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奈良市の環境キャラクター
「ルリくん」です！

奈良公園には、シカの糞をコツコツ処理して土に戻してく
れているルリセンチコガネ（オオセンチコガネ（ルリ型））と呼
ばれるきれいなコガネムシがいます。
そこで、奈良市の環境をイメージし、循環型社会を象徴す

るキャラクターとして、ルリセンチコガネの「ルリくん」が誕生
しました。

ご清聴、ありがとうございました

しました。
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